
２５件の相談がありました 

（月平均２件） 

淡路市役所１号館１階  （淡路市生穂新島8番地） 

TEL・FAX (0799)64-1203    ※現在は移転しています。

①ため池管理の相談窓口 （月・木曜9:00～12:00［要予約］） 

②ため池の巡回点検 （要早期改修・要監視ため池の管理状況等） 

③助言・現場技術指導 （管理が不十分な場合等）

④普及啓発等 （ため池教室の開催、緊急対応資材の提供等） 

専門スタッフが管理者からの
相談を受け、必要に応じて現地
での指導等を行っています。 

特に相談の多い漏水について
は、現地調査で漏水箇所を特定
したり、簡易補修方法の指導等
を行っています。 

４９０箇所のため池を巡回点検

しました

専門スタッフがため池の老朽
化の進行や保全計画の履行状
況等を確認し、適正管理に向け
た指導・助言を行っています。 

【管理者届等を除く相談内容】 

市 名 
特定農業用 

ため池数 

巡回点検実施 
計 実施率 

要早期改修 要監視 要注視 

洲本市 655 77 77 0 154 23.5% 

南あわじ市 432 68 16 1 85 19.7% 

淡路市 974 163 87 1 251 25.8% 

計 2061 308 180 2 490 23.8% 

ため池の安全確保にあたっては、管理者による適正管理が不可欠です。このため管理者による

適正管理の支援を目的として平成28年 5月に開設し、ため池管理等に関する相談、管理対策

状況の巡回点検、適正管理や補修等の助言・現場技術指導、適正管理に向けた啓発等を実施し

ました。 



実施日 小学校 対象学年・生徒数 現地見学ため池 

 ９月９日（金） 南あわじ市立榎列小学校 ３年生（３３人） 西ノ池 

１０月５日（水） 洲本市立中川原小学校 ３・４年生（１９人） 曽池 

１０月６日（木） 淡路市立塩田小学校 ３・４年生（２１人） 横田池 

淡路ため池教室の開催 
地域の将来を担う小学生を対象に、ため池の持つ機能や役割など、ため池の大切さ

を知ってもらい、身近な地域文化への関心を高めるとともに、ため池に潜む危険性を

認識してもらうために、３小学校でため池教室を開催しました。 

教室内では、ため池の機能や役割、ため池での注意事項等について説明しました。

ため池現地では、ため池施設の見学や、ため池内・ため池につながる水路等に棲む生

き物を捕獲し、生き物に触れながら観察を行いました。 

令和４年度実施状況 

取組成果 

（榎列小学校） （中川原小学校） （塩田小学校） 

捕獲した生き物に触れ観察 

（塩田小学校） 

取水施設の操作体験 

（中川原小学校） 

ため池や水路で生き物を捕獲 

（榎列小学校） 

 ため池教室を開催することに

より、多くの小学生がため池に

興味を持つきっかけづくりとな

りました。 

 また、複数の新聞やテレビで

ため池教室の様子が紹介され、

多くの県民への啓発にもなりま

した。 
１０月８日 神戸新聞web頁に掲載 

【教室内での学習】 

【ため池現地での学習】 



市町名 箇所数 

洲本市 １２８箇所 

南あわじ市 ７１箇所 

淡路市 １９７箇所 

計 ３９６箇所 

淡路島ため池保全サポートセンター

[移転先]〒656-2131 淡路市志筑 1427-1 

（旧淡路市シルバー人材センター） 

Tel・Fax：0799-73-6201   

 淡路県民局 洲本土地改良事務所 農村計画第２課  
[洲本総合庁舎]〒656-0021  洲本市塩屋 2-4-5 

Tel：(0799)26-2118（直通） Fax：(0799)22-2510 

・ため池クリーンキャンペーンの実施 

・かいぼり（池干し）用資機材の貸出（消防用ポンプ、ジョレン等） 

・ため池教室の開催（小学生やその保護者を対象） 

かいぼり（池干し）等支援の強化として、消防用ポンプ・

ジョレン・レーキ等を、管理者へ貸し出しています。 

本年度は、３団体に貸し出しました。 

看板設置による防災重点ため池の周知 

 ３９６箇所の防災重点農業用ため池について、地域住民へ周知するとともに、ため

池の異変に気付いた場合には市や消防団、管理者等に通報できるように、ため池名や

管理団体を記した看板を設置しました。 

池名看板設置作業 

令和５年６月１日～ 

淡路島ため池保全サポートセンタ-は

移転しました！！！ 

令和５年６月より 

新サポートセンターで 

業務を行っています！ 


